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　　　平成２６年度（前期）学校評価
保護者及び生徒アンケート集計結果のお知らせ
　暮秋の候，保護者の皆様におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。また，日頃より本校の教育活動にご理解とご協力を賜り，深く感謝申し上げます。
　蓮沼中学校の教育についてのアンケートにご協力をいただき，誠にありがとうございました。本年度前期の学校教育活動について，保護者アンケート・生徒アンケートの結果をまとめましたので，ぜひご覧いただき，ご家庭でも話題にしていただけたら幸いです。
　なお，このアンケートでは貴重なご意見もたくさんいただきました。アンケートのすべての内容について，会議で検討し，問題点や改善点の再確認をしました。それらを含め，この集計結果を真摯に受け止めるとともに，今年度後期の学校教育活動の改善に向けて取り組んでいきたいと考えております。今後とも本校教育活動につきまして，ご理解・ご協力をいただけますようよろしくお願い申し上げます。
· 裏面に，今回の学校評価の全体的な傾向を掲載させていただきました。
平成２６年度（前期）　学校評価　　補助資料
１．アンケート結果で良い評価だった点とその考察
　　(1)　多くの生徒・家庭が，中学校の教育活動に対して好意的であり，協力的です。
多くの項目で９０％以上の肯定的な見方をしてくれています。
    (2)　多くの生徒が，規則正しい生活習慣を身につけています。時間・あいさつ・清掃といった凡事徹底がなされています。学習面でも真剣に取り組む姿勢が多くの生徒に見られます。
　　(3)　一人ひとりが確実に成長しています。
　　　　・学期に一度の教育相談，三者面談，そして，年に一度の専門的な知識を持つスクールカウンセラーの先生との全員カウンセリングなど，一人ひとりの心を大切にする指導に取り組んでいます。

　　　　・保健室では，生徒一人ひとりのけがや病気など，細かな記録をとり，心身の健やかな健康に気をつけています。
・学校評価アンケートの他に，学校生活・いじめ等の各種アンケート調査を定期的に実施し，問題の早期発見に努めています。
　　(4)　保護者・地域との連携を深めるための積極的な情報提供に努力しています。
　　　　定期的な学校だより・学年だより・保健だより・教育相談だより等に加えて，　　
①　学校ホームページ（一般公開と保護者ページ：ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ必要　⇒　写真掲載）
②　メール配信（災害時用）⇒　部活や元気メール（毎週日曜夕方）による保護者への連絡
　　をしています。
　　　
２．学校評価アンケートで気になった点
　　(1)　ご家庭での会話　

前年同様，気になった点は，「家でよく会話をするか」という質問に対し，「話をする」と答えた回答が，生徒約７４％（前年７８％），保護者約８３％（前年８７％）と生徒と保護者の間で開きがあった点です。思春期の子どもたちは，小学校時と比べて，家庭での自分からの会話が少なくなる反面，自分の考えを主張したい欲求は大きくなります。

前年と比べて「家で会話をしない」と答えた生徒が，３０％（前年前期）→２１％（前年後期）→１７％（今回）と減少したことは，ご家庭での会話が増え，子どもたちが話しやすくなったと思います。さらに，学校からの情報発信（ホームページやメール配信）を充実させていきたいと思います。ご家庭での話題づくりに役立てていただきたいと考えています。
　　(2)　学力面
　　　　　　「子どもは，授業内容を理解している」に不安を持つという保護者の回答が，前年前期２４％→前年後期１６％→今回２４％と前後しています。やはり学力向上を学校としての一番の問題ととらえ，引き続き全職員で取り組んでいきたいと思います。
「家庭学習に取り組んでいる」という質問では，生徒の９２％以上が取り組んでいると答えており，保護者は前年前期８１％→前年後期８８％→今回７９％と前後しています。人は努力を認められると，大きく伸びると言われています。多くの生徒は，コツコツと努力を重ねることができているので，基礎・基本は安定していると思われます。さらなる学習面の課題としては，『応用力・発表力』を高めることです。勉強の仕方を含めて，ご家庭でも話し合ってみてください。
 　(3)　生徒の服装やマナーについて 　→　生徒の自己評価は，きちんとした生活態度で学校生活をおくっていると答えた生徒は１００％と素晴らしい結果でした。礼儀やマナーについては，地域や風習，時代とともに変化していくものですが，基本をしっかりと身につけさせ，臨機応変にその場に応じた対応ができるように，指導していきますので，ご家庭でもご協力をお願いします。
　 (4)　時間を守る事について　→　蓮沼中では，ノーチャイムで，時計を見て行動すること＝時間を自分で管理することを目標としています。始まりの時間を意識するだけでなく，終わりの時間もしっかりと守り，子どもたちの活動時間の確保につとめていきたいと思います。時間を有効に使う事については，再度，学校として徹底していきたいと思います。
